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全日本自治団体労働組合

中央執行委員長　岡部　謙治　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労兵庫県本部　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　小　島　修　二
尼崎市住民票入力業務の派遣労働者のたたかいに
ついて(報告とお礼)
　

　連日のご健闘に対して心より敬意を表します。
さて、ご支援をいただいておりました尼崎市住民票入力業務に携わる武庫川ユニオン市役所分会組合員のたたかいにつきましては、１月９日午後６時より「武庫川ユニオン尼崎市役所分会支援闘争委員会」と尼崎市との交渉を行い、「市民課で2009年４月より嘱託職員として雇用する。細部はユニオンと今後協議する」ことを相互に確認しました。このことにより、長期に及んだ争議に区切りを付け、2009年４月１日より市嘱託職員として尼崎市市民課の仕事に就くことになりました。非常に厳しいたたかいではありましたが、全国の仲間の支援により、私たちが目標としてきた安定雇用を実現することができました。

自治労兵庫県本部は、今後も公的サービスの拡充、働く者の人権を守るため全力でたたかっていく決意でありますので、今後もよろしくお願いいたします。
詳しくは別紙のとおりですので、お読みとり下さい。これまでの支援に対しまして重ねて御礼申し上げます。誠にありがとうございました。
別紙　武庫川ユニオン声明
※　この件に関する問い合わせは、自治労兵庫県本部　森までお願いします。
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以　　　　上
別紙

武庫川ユニオン尼崎市役所分会の闘い支援の御礼

　働く者の権利確立に向けた連日のご健闘に心より敬意を表します。

　さて、武庫川ユニオン尼崎市役所分会支援闘争委員会（自治労兵庫県本部・尼崎地区労・コミュニティユニオン全国ネットワーク・ひょうご地域労働運動連絡会・尼崎市職労）は、２００９年１月９日に尼崎市との交渉を開催し、「２００９年４月１日より尼崎市市民課で嘱託職員として雇用する。細部は武庫川ユニオンと今後協議する」という回答を得ました。武庫川ユニオンが求めていた安定雇用が実現した瞬間でした。

　思えば２００７年２月に尼崎市民課住民票入力業務が偽装請負であると告発し、兵庫労働局の是正指導の結果０７年４月から派遣契約となりました。私たちはあくまで直接雇用を求めていましたが、「１、雇用のあり方について庁内で検討し、課題の解決方策について整理を行う。２、競争入札の都度、契約額が下がるといった入札制度に伴う諸課題について調査・検討を行い整理する」という文書回答を得て中間的な妥結をし、派遣契約を一但受け入れ、０８年４月からの安定雇用を求めて運動を展開してまいりました。

　ところが尼崎市は、それまでの武庫川ユニオンとの交渉経過を反故にし、２００８年２月に突然競争入札の実施を通告してきました。競争入札が行われれば雇用の安定はありえないし、たとえ新たな派遣会社と契約を結んだとしても賃金低下は避けられないと判断し、あくまでも競争入札に反対することを確認し、２００８年３月３日から無期限ストライキで闘うことになりました。しかし尼崎市は競争入札こそが公平性で透明性が確保されると、２回にわたる競争入札を強行しました。しかし全国的な闘いの結果、競争入札はことごとく不調となり、結果、臨時的な措置として、２００８年４月１４日から尼崎市の臨時職員として直接雇用が実現することになりました。

　この闘いにおいては、各労働組合の皆様からは抗議のＦＡＸや物心両面の絶大なご支援をいただきました。３月１７日と３月３１日に開催した決起集会は３００人、５００人が結集し圧倒的な成功を収めることができました。

　本来ならば、この闘いによって２００９年４月からの雇用の在り方について方向性が確認されるはずでありましたが、尼崎市から安定雇用に向けた回答を得られませんでした。やむなく全国のみなさんに「安定雇用を求める団体署名」をお願いし、１２６２団体の署名が寄せられました。それでも解決しなかったため、支援闘争委員会のみなさんのご協力で１００人規模の市内街頭宣伝、市役所早朝宣伝活動など展開してきました。もし尼崎市があくまでも安定雇用に向けた回答をしないのであれば、再度の抗議ＦＡＸ、市長室前座り込み行動、人間の鎖行動など計画していました。

　幸い庁内の良識が発揮され、２００９年１月９日に「４月より嘱託雇用とする」との回答を得ることができました。
　尼崎市が今回決断した背景は、まずは全国的な支援が寄せられ、問題が長期化するならば全国的な闘いとしてさらに強化されるであろうことを認識したからです。そして昨年来全国で闘い抜かれている派遣切りとの闘い、派遣法抜本改正を求める闘い、特に年越し派遣村の取り組みは、派遣労働者など非正規労働者の現実を白日のもとに明らかとしたことが大きな圧力となりました。

　今日まで私たちの闘いにご支援いただいた全国の皆さんに心より御礼申し上げます。

　私たちは、闘いを通して様々なことを学びましたが要約すると次のように整理できます。

第１は労働者、労働組合の連帯の温かさ、そして力強さです。労働組合は第一義的には自らの組合員の利益のために闘うのは当然ですが、見も知らぬたった５人の派遣労働者の闘いに惜しみない支援をいただいたことです。こうした支援が、闘いに立ちあがった組合員を励まし、「この闘いは全国の非正規労働者の闘いなんど」と言えるまでに成長することができました。

　第２は自治体アウトソーシング、そして入札の問題点です。私たちは「人間を入札するな」「派遣会社の競争入札は現代版奴隷市場」だと訴え続けましたが、こうしたことを法を守るべき自治体現場で行われていいのかという問題です。また住民票入力業務のような市民の基本的なプライバシーを扱う業務を派遣会社に丸投げしてもいいのかという問題を問わねばならないと思います。

　第３は派遣法の問題です。臨時的一時的ではない恒常的な業務を派遣労働者に担わせるのではなく、職業安定法のよみがえらせねばならないと強く実感しました。

第４は公契約条例の制定の必要性です。もしもアウトソーシングをせざるを得ないとしてもそこで働く労働者の最低限の賃金水準や法令遵守など社会的価値が実現されなければならないということです。現在尼崎市では議員提案として公契約条例の制定運動が進められています。なんとしても２月市議会で成立させたいと思っています。公契約条例の制定についても全国の皆さんのご支援をお願いします。現在個人署名活動を進めています。

今日まで、武庫川ユニオン尼崎市役所分会の闘いに惜しみないご支援をいただいたことに心より感謝申し上げ、明らかとなった課題を全国の仲間のみなさんと一緒に解決できるよう闘い抜く決意です。

２００９年１月１３日

労働組合武庫川ユニオン　執行委員長　上山　史代

同尼崎市役所分会　　　　　　委員長　本郷　令子
